
　

魯
迅
を
始
め
数
多
く
の
研
究
蓄
積
を
有
す
る

著
者
の
藤
井
氏
に
は
、
文
学
史
に
関
す
る
専
著

だ
け
で
も
す
で
に
『
中
国
文
学
こ
の
百
年
』（
一

九
九
一
、
新
潮
社
）、『
新
し
い
中
国
文
学
史
』（
一

九
九
七
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
台
湾
文
学
こ
の

百
年
』（
一
九
九
八
、
東
方
書
店
）、『
中
国
映
画

百
年
を
描
く
、
百
年
を
読
む
』（
二
〇
〇
二
、
岩

波
書
店
）、『
20
世
紀
の
中
国
文
学
』（
二
〇
〇
五
、

放
送
大
学
教
育
振
興
会
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

魯
迅
新
訳
の
み
な
ら
ず
、
鄭
義
や
莫
言
な
ど
の

現
代
作
家
、
台
湾
の
李
昂
や
香
港
作
品
に
至
る

ま
で
多
く
の
翻
訳
出
版
の
実
績
が
あ
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
本
書
は
、
そ
う
し
た
準

備
を
経
た
上
で
ま
さ
に
満
を
持
し
て
上
梓
さ
れ

た
最
新
の
中
国
近
現
代
文
学
史
で
あ
る
。

　

中
国
文
学
史
を
最
初
に
書
い
た
の
が
、
実
は

日
本
人
で
あ
っ
た
（
古
城
貞
吉
『
支
那
文
学
史
』

一
八
九
六
）
こ
と
は
興
味
深
い
現
象
だ
が
、
文

学
史
の
記
述
に
初
め
て
本
格
的
な
「
現
代
」
部

分
を
設
け
た
の
は
、
倉
石
武
四
郎
編
『
中
国
文

学
史
』（
一
九
五
六
、
中
央
公
論
社
）
で
あ
っ
た

（
執
筆
は
東
大
中
文
の
石
川
忠
久
、
岩
崎
富
久
男
、

尾
上
兼
英
、
竹
田
晃
、
橋
本
萬
太
郎
、
丸
山
昇
【
倉

石
曰
く
「
六
君
子
」】）。
丸
山
の
手
に
な
る
現
代

部
分
は
、
王
瑤
著
『
中
国
新
文
学
史
稿
』（
一
九

五
一
【
上
】
開
明
書
店
、
一
九
五
三
【
下
】
新
文
芸

出
版
社
）
の
骨
格
を
成
す
革
命
文
学
史
論
の
記

述
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
枠
組
は

基
本
的
に
そ
の
後
の
日
本
に
お
け
る
中
国
現
代

文
学
史
執
筆
へ
一
貫
し
て
踏
襲
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
藤
井
氏
に
よ
る
全
く
新
し
い
文
学

史
は
文
字
通
り
時
代
を
画
す
る
意
義
を
有
し
て

い
る
。

　

中
国
で
も
一
九
八
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
、

“
毛
沢
東
理
論
”
か
ら
の
脱
却
と
“
世
界
文
学
”

へ
の
参
入
を
企
図
し
た
、「
重
写
文
学
史
」「
二

十
世
紀
文
学
史
」「
百
年
文
学
史
」「
民
国
・
共
和

国
文
学
史
」
な
ど
の
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

き
た
。
北
京
大
学
を
中
心
と
す
る
文
学
史
研
究

者
を
糾
合
し
た
厳
家
炎
主
編
『
二
十
世
紀
中
国

文
学
史
（
全
三
冊
）
』（
二
〇
一
〇
、
高
等
教
育
出

版
社
）
は
そ
の
代
表
的
な
成
果
で
あ
る
。
政
治

的
文
脈
や
現
代
文
学
の
時
期
区
分
、
地
域
区
分

な
ど
は
根
本
的
に
見
直
さ
れ
、従
来
の
“
経
典
”

作
家
に
加
え
て
通
俗
文
学
も
積
極
的
に
取
り
込

ま
れ
る
な
ど
斬
新
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、

藤
井
氏
の
仕
事
も
そ
う
し
た
流
れ
に
共
鳴
す
る

も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
“
中
国
語
圏
”
を
冠
し
た
文
学
史
は
管
見
の

“
社
会
史
的
視
点
”
か
ら
語
る

　
　
　
新
時
代
の
中
国
文
学
史

秋
吉
　
收

藤
井
省
三
著

中
国
語
圏
文
学
史

A5判　256頁
東京大学出版会［2940円］
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15　　“社会史的視点”から語る新時代の中国文学史

限
り
見
当
た
ら
な
い
。
日
本
で
は
、
工
藤
貴
正

著
『
中
国
語
圏
に
お
け
る
厨
川
白
村
現
象
』（
二

〇
一
〇
、
思
文
閣
出
版
）
な
ど
用
例
も
散
見
さ

れ
る
が
、
中
国
で
は
そ
の
謂
い
自
体
が
微
妙
な

語
感
を
含
む
せ
い
も
あ
っ
て
か
採
用
さ
れ
な
い

よ
う
だ
。
中
国
大
陸
に
加
え
て
台
湾
や
香
港
、

馬
華
（
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
文
学
な

ど
を
収
録
す
る
と
同
時
に
、
中
国
で
は
決
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
亡
命
作
家
鄭
義

（
ア
メ
リ
カ
在
住
）
や
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
高
行
健

（
フ
ラ
ン
ス
国
籍
）
を
含
め
る
こ
と
を
意
図
し
た

も
の
と
も
読
め
よ
う
か
。

　
「
詩
」
が
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
な
ど
、
そ

の
取
捨
選
択
に
つ
い
て
は
議
論
も
あ
ろ
う
が
、

借
り
も
の
で
な
く
自
身
の
研
究
の
み
で
織
り
成

さ
れ
た
希
有
な
通
史
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は

次
の
通
り
（
節
、
細
目
は
省
略
）。

序
章　
　

中
国
語
圏
の
現
代
文
学
を
学
ぼ
う

第
1
章　

清
末
民
初
（
一
九
世
紀
末
～
一
九
一
〇

年
代
半
ば
）

―
租
界
都
市
上
海
の

誕
生
と
“
帝
都
”
東
京
体
験

第
2
章　

五
・
四
時
期
（
一
九
一
〇
年
代
後
半
～

二
〇
年
代
後
半
）

―“
文
化
城
”
北

京
と
文
学
革
命

第
3
章　

狂
熱
の
三
〇
年
代
（
一
九
二
八
～
三

七
年
）

―
国
民
革
命
の
オ
ー
ル
ド

上
海

第
4
章　

成
熟
と
革
新
の
四
〇
年
代
（
一
九
三

七
～
四
九
年
）

―
日
中
戦
争
と
国

共
内
戦

第
5
章　

暗
黒
の
毛
沢
東
時
代
（
一
九
四
九
～

七
九
年
）

―
文
化
大
革
命
に
至
る

ま
で

第
6
章　

鄧
小
平
時
代
と
そ
の
後
（
一
九
八
〇

年
～
現
在
）

―
天
安
門
事
件
と
高

度
経
済
成
長

第
7
章　

香
港
文
学
史
概
説

第
8
章　

台
湾
文
学
史
概
説

参
考
文
献
・
図
版
出
典
一
覧

作
家
名
索
引

　

本
書
を
通
読
し
て
改
め
て
強
く
感
じ
さ
せ
ら

れ
る
の
は
、
中
国
文
学
に
お
け
る
そ
の
余
り
に

も
濃
厚
な
政
治
性
で
あ
る
。「（
北
伐
に
呼
応
し
て
）

創
造
社
は
﹁
芸
術
の
た
め
の
芸
術
﹂
を
あ
っ
さ
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り
と
﹁
革
命
の
た
め
の
文
学
﹂
に
替
え
て
い

る
。
郭
沫
若
、
郁
達
夫
、
成
仿
吾
ら
は
広
州
の

国
民
政
府
に
参
加
、（
中
略
）
茅
盾
も
商
務
印

書
館
を
辞
職
し
て
広
州
へ
武
漢
へ
と
赴
き
、
軍

事
政
治
学
校
の
政
治
教
官
、
新
聞
社
主
筆
を
務

め
て
い
る
。
魯
迅
も
ま
た
張
作
霖
軍
閥
の
弾
圧

を
避
け
て
、
北
京
よ
り
廈
門
経
由
で
広
州
に
行

き
中
山
大
学
教
授
に
就
任
し
た
。
文
学
者
が
革

命
の
先
頭
に
立
っ
て
宣
伝
啓
蒙
を
担
い
、
知
識

階
級
を
率
い
た
の
で
あ
る
。
国
民
革
命
の
際
に

現
れ
た
こ
の
現
象
は
、
そ
の
後
も
抗
日
戦
争
期

の
救
国
運
動
、
人
民
共
和
国
建
国
期
の
革
命
運

動
、
そ
し
て
八
〇
年
代
か
ら
現
代
に
至
る
民
主

化
運
動
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
る
」（
六
八

頁
）。

　

政
治
経
済
と
強
く
関
わ
る
中
国
語
圏
文
学
を

紐
解
く
方
途
と
し
て
、
著
者
は
「
社
会
史
的
視

点
」
を
採
用
す
る
。
高
杉
晋
作
の
降
り
立
っ
た

租
界
都
市
上
海
の
状
況
、
中
国
と
日
本
に
お
け

る
鉄
道
や
通
信
網
の
整
備
、
近
代
教
育
普
及
の

実
際
、
読
書
市
場
の
形
成
な
ど
、
文
学
の
背
景

た
る
社
会
学
、
歴
史
学
的
な
考
察
・
検
証
は
、

人
口
か
ら
営
業
キ
ロ
数
、
発
行
部
数
に
至
る
ま
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著
者
の
魯
迅
に
関
す
る
記
述
に
も
無
論
抜
か
り

は
な
い
。「
棄
医
従
文
」の
契
機
と
な
っ
た「“
幻

灯
”
事
件
」
が
実
際
は
「“
電
影
”
事
件
」
で

あ
る
こ
と
（
九
頁
）、
代
表
作
「
狂
人
日
記
」（
一

九
一
八
）
の
舞
台
設
定
や
人
称
表
現
に
よ
る
再

評
価
（
四
七
頁
）
等
々
、
最
新
の
研
究
成
果
が

披
瀝
さ
れ
る
。
職
業
選
択
に
見
る
漱
石
と
の
比

較
（
二
八
頁
）
等
も
興
味
深
い
。
だ
が
、【
魯
迅

と
姦
通
罪
】
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
タ
イ
ト

ル
の
一
節
は
読
者
の
度
肝
を
抜
く
。「
彼（
魯
迅
）

は
妻
を
北
京
の
母
の
も
と
に
置
き
、
一
七
歳
年

下
の
教
え
子
許
広
平
と
上
海
で
同
棲
し
て
い
た

た
め
、
国
民
党
系
の
メ
デ
ィ
ア
に
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
と
し
て
叩
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
一
九
三

五
年
に
公
布
さ
れ
た
中
華
民
国
刑
法
第
一
七
章

婚
姻
お
よ
び
家
庭
妨
害
の
罪
第
二
三
九
条
に

は
、﹁
配
偶
者
が
あ
り
な
が
ら
他
人
と
姦
通
し

た
場
合
は
一
年
以
下
の
実
刑
に
処
す
る
。
姦
通

の
相
手
も
同
罪
。﹂
と
規
定
さ
れ
て
お
り
魯
迅

も
許
と
と
も
に
犯
罪
者
と
な
り
う
る
の
で
あ
っ

た
」（
八
七
頁
）。“
私
人
”
魯
迅
に
対
し
て
何
と

も
手
厳
し
い
が
、
た
と
え
魯
迅
で
あ
っ
て
も
文

学
史
の
一
部
に
過
ぎ
ぬ
と
い
う
、
個
々
の
作
家

で
す
べ
て
具
体
的
な
数
値
で
示
さ
れ
精
緻
を
極

め
る
。
時
に
、
肝
心
の
文
学
が
置
き
去
り
に
さ

れ
た
か
の
感
す
ら
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
強
い

説
得
力
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

政
治
と
い
う
点
で
言
え
ば
、著
者
の
毛
沢
東
、

中
国
共
産
党
に
対
す
る
批
判
は
徹
底
し
て
い

る
。「
共
産
党
軍
は
劣
悪
な
条
件
下
で
日
本
軍

と
よ
く
闘
い
、
抗
日
戦
争
に
勝
利
し
た
時
点
で

は
、
人
口
九
〇
〇
〇
万
を
越
え
る
地
域
を
解
放

区
と
し
て
支
配
し
て
い
た
。
こ
の
解
放
区
の
中

心
が
陝
西
省
北
部
の
小
都
市
延
安
で
あ
る
。（
中

略
）
毛
沢
東
は
妻
の
賀
子
珍
と
強
引
に
離
婚
し

て
上
海
女
優
の
江
青
と
再
婚
し
た
。
食
糧
、
住

宅
な
ど
か
ら
セ
ッ
ク
ス
に
至
る
ま
で
、
党
幹
部

は
特
権
を
享
受
し
て
お
り
、（
中
略
）
知
識
人

は
中
共
の
官
僚
主
義
体
制
や
幹
部
の
特
権
に
対

し
て
批
判
を
始
め
る
も
の
の
、
大
量
に
粛
清
さ

れ
て
し
ま
っ
た
」（
一
〇
〇
頁
）、「
劉
賓
雁
の
報

告
文
学
﹁
人
妖
の
間
﹂
は
作
品
発
表
の
年
の
四

月
に
摘
発
さ
れ
た
黒
竜
江
省
の
県
支
部
書
記
の

汚
職
贈
収
賄
事
件
を
描
い
た
も
の
。﹁
党
幹
部

は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
気
を
遣
う
が
、
人
民
共
和

国
の
主
人
で
あ
る
人
民
に
対
し
て
だ
け
は
気
を

遣
わ
な
い
﹂﹁
共
産
党
は
一
切
を
管
理
す
る
。

た
だ
し
共
産
党
だ
け
は
管
理
し
な
い
﹂
と
い
う

警
句
は
、
当
時
と
し
て
は
破
天
荒
の
も
の
だ
っ

た
」（
一
二
九
頁
）。「
左
翼
文
学
が
猛
威
を
振
る

う
上
海
」（
八
四
頁
）、「（
香
港
の
）
中
国
へ
の
返

還
と
い
う
悪
夢
」（
一
七
二
頁
）
等
々
、
こ
う
し

た
嫌
悪
感
は
全
編
に
漲
っ
て
い
る
。
各
章
末
に

配
さ
れ
た
映
画
短
評
「
コ
ラ
ム
」
に
お
い
て

も
、『
紅
高
梁
』（
一
九
八
七
）『
紅
夢
』（
一
九
九

一
）『
活
き
る
』（
一
九
九
四
）
な
ど
で
国
家
の
論

理
に
果
敢
に
挑
戦
し
た
張
芸
謀
が
、
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
幕
式
総
監
督
を
務
め
る
ま
で
に
変

節
す
る
足
跡
（
六
四
頁
）、
反
右
派
闘
争
に
よ
っ

て
右
派
分
子
が
送
り
込
ま
れ
た
労
働
改
造
と
い

う
名
の
強
制
収
容
所
の
実
態
（
三
〇
〇
〇
人
の

収
容
者
の
う
ち
生
還
し
た
の
は
四
〇
〇
名
の
み
。

食
人
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
）
を
描
い
た
映
画

『
無
言
歌
』
の
紹
介
（
一
二
四
頁
）
な
ど
、
政
治

に
翻
弄
さ
れ
る
文
学
者
（
芸
術
家
）
を
描
く
筆

に
は
鬼
気
迫
る
も
の
が
あ
る
。
あ
た
か
も
鄭
義

や
莫
言
の
魂
が
乗
り
移
っ
た
か
の
よ
う
だ
。

　
『
魯
迅

―
東
ア
ジ
ア
を
生
き
る
文
学
』（
二

〇
一
一
、
岩
波
新
書
）
を
上
梓
し
た
ば
か
り
の



国
近
現
代
文
学
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
著
者
は

常
に
問
う
て
い
る
。
だ
が
、
竹
内
好
や
伊
藤
虎

丸
、
丸
山
昇
ら
の
中
国
研
究
に
対
す
る
認
識
と

は
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
国
語
圏
を
生
き

る
人
々
の
注
視
の
下
、
私
た
ち
は
研
究
の
“
自

由
”
を
如
何
に
獲
得
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

戦
争
と
文
学
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
著
者

の
持
論
た
る
「
台
湾
に
お
け
る
日
本
語
に
よ
る

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
」
に
は
少
々
疑
問
を

感
じ
た
。「
想
像
の
」
と
は
言
え
、
強
制
さ
れ

た
言
語
に
対
し
て
“
公
共
圏
の
創
出
”
以
上
の

意
味
を
果
た
し
て
付
与
で
き
る
も
の
だ
ろ
う

か
。市
民
権
の
獲
得
に
は
到
底
達
し
な
く
と
も
、

頼
和
の
よ
う
な
抵
抗
に
こ
そ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
萌
芽
を
認
め
得
る
の
で
は
な
い
か
。“
中
国
語
”

圏
に
お
け
る
外
国
語
（
或
い
は
少
数
民
族
語
）
と

い
う
観
点
か
ら
も
考
え
て
み
た
い
気
が
す
る
。

　

台
湾
、
香
港
を
含
め
、「
現
代
（
当
代
）
」
文

学
の
紹
介
解
説
も
多
く
の
作
品
を
引
き
な
が
ら

非
常
に
詳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
市
場
経

済
化
に
伴
い
多
様
化
し
た
社
会
は
ど
う
描
か

れ
、
民
主
化
運
動
へ
の
政
府
の
弾
圧
に
文
壇
は

ど
う
立
ち
向
か
っ
た
の
か
。
可
能
な
限
り
す
べ
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作
品
に
向
き
合
う
著
者
の
真
摯
な
態
度
と
歯
に

衣
着
せ
ぬ
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　

各
章
す
べ
て
に
、
中
国
（
語
圏
）
に
関
わ
っ

た
日
本
人
が
登
場
す
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。

南
京
汪
精
衛
政
権
下
で
中
国
人
高
官
の
家
族
に

日
本
語
教
育
を
施
し
つ
つ
張
愛
玲
な
ど
同
時
代

中
国
文
学
を
数
多
く
翻
訳
し
、
戦
後
は
留
用
さ

れ
て
日
中
交
流
に
尽
力
し
た
と
い
う
室
伏
ク
ラ

ラ（
一
〇
六
頁
）
な
ど
が
歴
史
の
闇
か
ら
甦
る
。

そ
の
他
に
も
芥
川
龍
之
介
、
金
子
光
晴
、
大
宅

壮
一
、
大
江
健
三
郎
、
村
上
春
樹
…
…
と
、

興
味
は
尽
き
な
い
。
だ
が
、「
こ
の
三
都
（
重

慶
、
桂
林
、
昆
明
）
に
対
し
日
本
軍
は
﹁
士
気

の
征
服
﹂
を
目
指
し
、
航
空
機
に
よ
る
無
差
別

爆
撃
を
行
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
重
慶
の
場
合

一
九
三
八
年
二
月
か
ら
四
三
年
八
月
ま
で
の
五

年
間
、
爆
撃
は
二
〇
〇
次マ
マ

を
越
え
、
空
襲
に
よ

る
直
接
の
死
者
だ
け
で
も
一
万
一
八
八
五
人
に

上
る
。（
中
略
）
日
本
軍
が
生
み
出
し
た
戦
略

爆
撃
の
残
虐
さ
、
犯
罪
性
を
現
地
に
て
目
撃
し

記
録
し
告
発
し
続
け
た
の
が
、
上
海
・
北
京
か

ら
移
動
し
て
き
た
文
学
者
で
あ
り
新
聞
・
雑
誌

で
あ
っ
た
」（
九
八
頁
）。「
日
本
人
の
書
く
」
中
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て
の
作
家
達
に
対
す
る
著
者
の
直
接
取
材
と
徹

底
的
な
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
膨
大
な
知

見
・
資
料
を
駆
使
し
て
、
隠
さ
れ
て
い
た
真
実

も
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
、
克
明
に
記
さ
れ
る
。

知
識
人
達
の
深
い
苦
悩
や
過
酷
な
生
き
様
は
、

読
む
者
を
啓
発
し
鼓
舞
し
て
止
ま
な
い
。
著
者

の
魅
了
さ
れ
た
中
国
語
圏
文
学
の
世
界
に
、
覚

え
ず
読
者
も
引
き
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

高
行
健
の
短
編
集
『
母
』（
二
〇
〇
五
、
集
英

社
）
の
訳
者
飯
塚
容
氏
に
よ
れ
ば
、
日
本
へ
紹

介
し
て
欲
し
い
作
品
と
し
て
彼
が
挙
げ
た
も
の

は
す
べ
て
歴
史
的
、
社
会
的
背
景
を
あ
ま
り
含

ま
な
い
作
品
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。
中
国

の
作
家
達
が
“
中
国
”
に
よ
っ
て
で
な
く
純
然

た
る
芸
術
作
品
と
し
て
理
解
さ
れ
た
い
と
切
望

す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
政
治
を
語

る
「
必
要
の
な
い
」
時
代
の
到
来
を
、
今
か
今

か
と
心
待
ち
に
し
て
い
る
の
だ
。

　
　
　

   　
（
あ
き
よ
し
・
し
ゅ
う　

九
州
大
学
）
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